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日
朝
交
渉
に
お
け
る
朝
銀
東
京
信
用
組
合
を
巡
る
資
金
流
用
事
件
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
は
朝
日
新
聞
社
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
船
橋
洋
一
氏
が
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

朝
鮮
半
島
第
二
次

核
危
機
」
（
朝
日
新
聞
社
）
（
以
下
、
「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
を
上
梓
し
た
事
実
を
承
知

し
て
い
る
か
。

二

「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
の
二
十
六
頁
に
、

「
一
度
だ
け
、
ミ
ス
タ
ー
Ｘ
が
い
か
に
も
場
違
い
な
問
題
を
持
ち
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

朝
銀
破
綻
問
題
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
末
、
在
日
朝
鮮
人
系
金
融
機
関
で
あ
る
『
朝
銀
東
京
信
用
組
合
』
を
め
ぐ
る
資
金
流
用
事
件
で
、
東
京
地
検

は
業
務
上
横
領
の
罪
で
在
日
朝
鮮
人
総
連
合
会
（
朝
鮮
総
連
）
の
元
財
務
局
長
ら
を
起
訴
し
た
。
日
本
政
府
は
全
国
の
朝
銀

に
六
千
億
円
と
い
う
巨
額
の
公
的
資
金
を
投
入
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。

朝
鮮
総
連
に
よ
る
『
朝
銀
』
の
カ
ネ
の
不
正
流
用
は
、
朝
鮮
総
連
に
よ
る
北
朝
鮮
へ
の
不
正
送
金
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
捜
査
当
局
は
、
『
朝
銀
の
背
後
に
総
連
、
そ
の
背
後
に
北
朝
鮮
が
あ
る
』
と
に
ら
ん
で
捜
査
し
て

い
た
。

一



北
朝
鮮
は
こ
の
捜
査
の
行
方
に
神
経
質
に
な
っ
て
い
た
。

Ｘ
は
そ
れ
に
つ
い
て
『
何
と
か
な
ら
な
い
か
』
と
求
め
た
。
そ
れ
も
一
再
な
ら
ず
で
あ
る
。
上
か
ら
の
指
令
な
の
だ
ろ
う

か
。
な
り
ふ
り
構
わ
ず
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
。

田
中
は
『
な
る
は
ず
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
こ
の
問
題
は
こ
の
交
渉
の
課
題
で
は
な
い
』
と
そ
の
都
度
、
突
き
放
し

た
。
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

二
の
記
述
は
事
実
か
。

四

日
朝
交
渉
に
お
い
て
、
朝
銀
東
京
信
用
組
合
を
め
ぐ
る
資
金
流
用
事
件
に
つ
い
て
外
務
省
が
公
式
又
は
非
公
式
に
協
議
し

た
こ
と
が
あ
る
か
。

五

政
府
は
、
朝
銀
東
京
信
用
組
合
を
通
じ
、
朝
鮮
総
連
が
北
朝
鮮
に
不
正
送
金
を
行
っ
た
疑
惑
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


